令和８年４月１７日

会員各位

一般社団法人富山県優良住宅協会
代表理事　加藤　明博


原油価格高騰による住宅関連影響調査

中東情勢の緊迫化に伴う原油価格の高騰（原油・ナフサ供給不安）を受けて、世界経済に
深刻な影響を及ぼしています。
住宅業界においても、石油・ナフサ由来の建築資材の供給停滞・出荷制限・受注停止・価
格急騰や物流コストの上昇、さらには工期の遅延リスクなど、深刻な波及的影響が及ぶこ
とが予見されます。
この度、現場の窮状と実態を正確に把握するため、アンケートを実施いたします。現時点
でわかる範囲で状況をお教えいただきたくお願い申し上げます。（国土交通省や連携団体か
らも実態把握依頼あり）
業務ご多忙の折、誠に恐縮ではございますが、アンケート調査へのご協力を何卒よろしく
お願い申し上げます。


回答期限：令和８年４月２５日（土）まで
※ＦＡＸまたはe-mailにてご回答願います。












	【ご質問等】
一般社団法人富山県優良住宅協会　事務局
PHONE：076-420-8333
FAX  ：076-420-8366
e-mail：info@toyama-sumau.net



一般社団法人富山県優良住宅協会　行
ＦＡＸ：076-420-8366
e-mail：info@toyama-sumau.net

●原油価格高騰による住宅関連影響調査（□に✔）

会社名：　　　　　　　　　　　　　　　

１．基本情報
①主な営業地域　　☐富山県　　　☐石川県　　　　☐その他（　　　　　　　　　　　　　　）
②主な事業領域　　☐注文住宅　　☐リフォーム　　☐建売　　☐その他（　　　　　　　　　）

２．原油高・資材高騰の影響
  ①資材の納期遅延について
　　☐発生している　☐以前より遅れているが許容範囲　☐影響なし

　②不足している資材・品目
　　☐断熱材　☐木材　☐窓　☐配管・設備機器　☐塗料　☐シーリング材　☐養生材
　☐影響なし　☐その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　③価格上昇の影響が大きいと感じる資材・品目
　　☐断熱材　☐木材　☐窓　☐配管・設備機器　☐塗料　☐シーリング材　☐養生材　
☐現場諸経費（車両ガソリン代・重機燃料代）　☐輸送費・配送チャーター料　☐影響なし
☐その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　④既に契約済みの新築物件への影響について
　　☐影響が出ている　
	どのような：





☐影響はない

　⑤４月以降の住宅建築に影響が出てきていること
	





　


⑥今後、原油高・資材高騰が経営に与える影響について、最も懸念している点は何ですか？
（最もあてはまるものを1つ選択）
　　☐利益率の低下　☐契約後の追加コスト発生（施主とのトラブル）　☐工期の長期化
☐受注数の減少　☐特になし
　
⑦今後の新築住宅の価格単価の値上検討について
☐値上げを検討する　☐値上げしない

⑧今後、原油高・資材高騰への対策として、実施または検討しているもの  
☐仕入れ先（問屋・メーカー）の見直し
☐主要建材の早期発注・在庫確保
☐見積書の有効期限の短縮　
☐「価格変動条項（スライド条項）」の契約書への追加（着工時の物価高騰分を別途精算する合意）
☐住宅省エネ2026キャンペーン等の補助金を申請する
☐一部の設備機器（エアコン、照明等）の施主支給の推奨
☐特に具体的な対策はできていない（現状維持）　
☐その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑨国・連携団体・協会への要望について
	







アンケートへのご回答ありがとうございました。
